
今
奉

今
云

よ
る
記
録
に
頼
る
宿
命
を
も
つ
限
り
、
文
字
の
意
味
す
る
こ
と
を
正
し
く

理
解
し
、
記
録
を
正
し
く
評
価
す
る
こ
と
が
前
提
に
あ
っ
て
、
は
じ
め
て

歴
史
研
究
の
資
料
と
な
し
得
る
、
と
す
る
立
場
を
採
っ
て
お
ら
れ
た
。

こ
の
立
脚
点
を
も
つ
先
生
の
医
史
学
研
究
は
、
専
攻
す
る
現
代
小
児
科

学
領
域
か
ら
問
題
点
を
つ
か
ん
で
古
典
を
読
む
と
い
う
歴
史
研
究
で
、
広

い
視
野
と
級
密
な
考
証
を
も
っ
て
独
自
の
境
地
を
次
々
と
開
拓
さ
れ
て
行

っ
た
。そ
の
一
端
は
、
先
生
が
五
四
年
五
月
か
ら
五
五
年
一
月
ま
で
六
回
に
わ

た
っ
て
大
阪
府
医
師
会
主
催
で
開
催
さ
れ
た
「
古
代
中
国
医
学
史
講
座
」

の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
準
備
し
た
、
各
誌
発
表
の
論
考
別
冊
を
中
心
に
合
冊

の
『
古
代
中
国
医
学
史
話
』
（
大
阪
府
医
師
会
刊
、
第
一
二
回
日
本
医
学

会
総
会
記
念
頒
布
）
か
ら
う
か
が
え
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
「
医
学
史
研

究
」
な
ど
に
発
表
さ
れ
た
医
心
方
小
児
科
領
域
そ
の
他
の
手
固
い
論
考
が

あ
り
、
こ
の
方
面
の
研
究
者
は
、
是
非
参
照
し
活
用
し
て
ほ
し
い
。

い
か
に
も
小
児
科
の
臨
床
医
ら
し
い
温
顔
の
温
厚
な
お
人
柄
で
、
碩
学

ぶ
ら
な
い
人
格
者
だ
っ
た
。

先
生
の
御
冥
福
を
お
祈
り
す
る
。

第
八
十
八
回
日
本
医
史
学
会
総
会
ご
案
内

期
昭
和
六
十
二
年
四
月
三
日
（
金
）
・
四
日
（
土
）
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学
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日
程
理
事
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会
四
月
二
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（
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後
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時
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○
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北
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本
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別
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郎
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業
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秦
藤
樹

メ
ラ
ン
コ
リ
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の
歴
史
大
橋
博
司

会
長
講
演
晴
唐
の
医
書
に
見
ら
れ
る

精
神
病
と
そ
の
治
療
大
塚
恭
男

一
般
講
演
四
月
三
日
（
金
）
・
四
日
（
土
）
午
前
九
時
よ
り

総
会
、
昼
食

四
月
三
日
（
金
）
十
二
時
’
一
時

写
真
撮
影
、
昼
食

四
月
四
日
（
土
）
十
二
時
’
一
時

懇
親
会
四
月
三
日
（
金
）
午
後
六
時
三
○
分
’
八
時
三
○
分

於
北
里
本
館

会
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・
そ
の
他
参
加
費
五
、
○
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懇
親
会
費
六
、
○
○
○
円

記
念
写
真
代
一
、
○
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○
円

総
会
お
よ
び
学
術
大
会
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す
る
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合
わ
せ
先

〒
一
○
八
東
京
都
港
区
白
金
五
’
九
’
一

北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所

医
史
学
研
究
室
内

第
八
十
八
回
日
本
医
史
学
会
総
会
準
備
事
務
局

念
○
三
’
四
四
四
’
六
一
六
一
内
五
三
三
四

(112） 370


